
HIGASHI
明けましておめでとうございます。
新年、明けましておめでとうございます。本年も植田東中学校をよろしくお願いいたします。

いよいよ３学期が始まります。１年生から３年生まで、それぞれの学年で持つ意味は違います

が、生徒にとってはとても大切な時期です。今学期も学校と家庭との理解と協力を深めながら、

生徒の健やかな成長のために取り組んで行きたいと考えております。よろしくお願いします。

さて、本日の３学期始業式で、生徒たちに次のような話をしました。

■ 冬休みの生活を、１０点満点で自己採点してもらいました。

□ 私のお正月の楽しみの１つは箱根駅伝。特に今年は、国士舘大学の小川監督と８区を走

った鈴木選手が植田町出身ということで力が入った。

この大会の数日前に、ある出場大学の監督が次のようなことを話していた。

「全ての学生が、この１年間、箱根を走るために努力を重ねてきた。しかし、多くの学

生は箱根を走るメンバーに入れない。努力しても報われないのだ。報われない努力もあ

るということを知ることも大切だと思う。しかし、はっきりしていることは、報われた

学生は皆必ず努力しているということだ。努力のないところに結果はでないのだ。」

奇しくも、サッカー日本代表選手や、女子プロゴルファーも、同様の事を言っていた。

「結果を出すためには、努力しなければならない。努力しなければ、絶対に結果は出な

い。努力しても結果が出ないときは、まだまだ自分に努力する余地がある。」という気持

ちを持って目標達成に向けて頑張ってほしい。

□ 新年の目標、３学期の目標は立てただろうか。目標は立てっぱなしではいけない。努力

を重ねること、自己マネジメントを効果的に行うことで達成できるもの。今学期末の自分

の姿を思い描き、今と比較して足りないもの、身につけなければならないことを目標とし、

どうすればよいのかを具体的に考えて「努力」してほしい。

□ ３年生は大切な時期。進路実現に向けて努力を惜しまないでほしい。体調管理が重要。

体や気持ちの調子を見極め、やる時と休む時のメリハリをしっかりつけた生活を送ってほ

しい。２年生は３ヶ月後には最上級生。東中の頭脳と活動の中心とならなければならない。

そのために自分・学年はどうしたらよいかを考え、その準備を確実に行ってほしい。１年

生は、この３ヶ月で生活態度や言動、学習や生徒会活動において、先輩として堂々と新入

生の前に立てるように成長してほしい。特に気持ちの面で、先輩として、ひとりの大人と

して自分を高めてほしい。

□ ２学期の終業式にお話しした「自己マネジメント」をしっかりして、皆さん１人１人が

大きく成長できる３学期になることを期待している。

３ 学期の主な学校行事等

1/18 水 ＰＴＡ教育講演会 2/ 7 火 授業参観 3/ 9 木 ３年生を送る会

1/23 月 ３年：学年末考査(～24) 2/14 火 １・２年：学年末考査(～15) 3/13 月 卒業証書授与式

2/ 4 土 新人駅伝大会 3/ 3 金 県立高校前期選抜試験 3/23 木 修了式
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